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ξξ2、6μ獅））

　　）＼輻

1ノ〃ク〃ク8卑グフ＋〃アランドθポθ同随石梯

　　重〆っ力τ（表皆）

　　　　　　　矢’力柱工パ扉β芥寅1侵と4后地オ劣～竹）

　　　メ修／γετ〈以5－』！協〆学才万θψ乏

　　4⊥／ひ〃嘘Mムノの之与β！チθ芦41司梯’β鮪φ

　　弗矛の〃φ滋∠輪〆τ・突瀞！ズ．ズン〈…・♂ひ

　　泌必侃ムζ訂㌢／乙ん・部’タプ2拍らのヒ夫肉。｝芦

　　昂κ1緒りτ・奈カク乙、　易・．宕ノ品〃『，κピ万Z〃滋《

　　〆ζ砺プ・ノκ青・乙βヅB弓く％邸ζ碗κ冶シゲ

　　η㊨！㎞θと舵爪力、・力刀〆伽〃フ刀．操重！‘／2θ

　　26βから／β2チβ字ご’κz¢θ！穿、4∠ム〃ゐ／動と

　　の裸氷乙炬栖‘た．乞〃ラ㌢2四碑’冨批上z・

　　のぞぷン7嘘汚ご・あ多．▲シーズン・冨・方

　　碑望⇔賭バナ▲κ得姑す，キヤン7’
　　ヒ循・ザ×よ∂探査か∵主体とηっ茨・吻，広髭

　　㈲の《署査ピラ鯵調萱～埠屑｝）メ1・髪彪ピヨwか

　　・た．（が乙，孝宿・と×，ペースキぷン7・

　　壱磯β拷薦鳩φほゾ’声霧κ静援z・1ヨ，Zr〃ρ品・

　　の探氷ψ、ラ1綿ノπ卿φ靖石壱タ改ア3ご七〃、・

　　ブヨ烏付庖9＝㍗ぐ’吻一∂M僻ぐ功穆
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o腫石ρ℃殊孫ブれ府。1夙・♂z穆類．んz㎡吻・6

／訂4穆麺，’～飢ム禰伽刀＝〃ポ2個・ラ’／

伽磁実・ぽ〃1”鋤／卿ダ∠〆／’磁ム”
の万御髪ガ1・鰺う、7，地‥彦石と田グ〃τ

フw，・3傾力、ソ♂ぎれる、

　Aンーズンから吻秒〃鴨石・♂吻石”並κ籏

孜う・ヒ’・プ」’ノ，フリーン噺ノ遮・・律集拠．

カ、ラ．－2〆6・・傑管づ山z’，3。浄〆ム吻傾磁ψ

』吻吻細い注姦を九・・コンタミ〃律・

梯叶糠2昨ステンムえの擁いλれぱ
齢れ肩き一吻M剤ρ捧翠・ンテナ〆椥醐
詞し珠管勲ど〃5．簡易巧ぺ’・〃・輪ノ〃

カ・9牢わ3・拠刀聞W宛〆送迦，魂
抽た多多バκ／3・一鉢〆酬られ3吐女

ロフτθ∂。

　ノ錫lg状鯵τ・サン7”レのψ磐πオ1冨逆⇔”

安グ3メ《，｝．
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Preliminary　Tabulation　of　Specimens　Recovered　at

　　　　　　　　　　　during　Field　Season　1977－1978．　（イそ）

Allan　Hills

Type No． of　Indivfduals

Iron　Meteori tes 6 1★

Achondrites 3 （＋1？）

Chond同tes of　a　Variety　of　Type　and

図etamorphic Grade　（except　C．C．）
295

CarbonaceOus Chondrites 1 （＋1？）

Possibly　Meteorites but　Probably 3

Terrestria1 Rocks

Tota1 31b 1★

★　Lower　Victoria　Valley
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2＞ぐまと楳氷原〕二の］妾地気層の構造一

　　　　　小林俊一（光犬吃温科学研究1昨）

　　　　　　　穿　旨

　　粥知基地南オ約3・・κ励にあ5やまとム脈

の圏辺には約劣〃ooκ〆Zに久’了1”縁氷（6〃泌ノμ）原

があグノここ麻近年㌘数の損石か“径乞±れ「

ア飾氷原ノと呼1紐Z注駆秦力Z・ぽ〃こ
のタ也、虜或ヵぐ線7κ．ノ象て’‘あると1ノラことヵψ1覆石…の発

駐客易に乙Z’・3。徒。Z，この裸氷原の
形或ヒ維持機構は雪氷・㌢鰺気象・学的，地形学的

な　面かう　の　言周査が’・文～要ゼあ　3。　え果ラk原の形戒

とぐ住才4に寄与一す3だろうと考えうれ3ふ2の

要因‘穗♪疋りごとミ老ので’あろう。

　雪氷学的要因：
　1）．　ラk床の金舌直）託勧で」L危1……がk分が’亘乏荻す

　　3。肋余経1桔和ラK体が表面ミ露溺

　　6。
　気象学的要因：

　⊥）．λ果クκ面をま佳持す5　ためにぱ，　t　の4漠城

　　パ璽が堆績し窃・か又・才消ま乞域ピあろ．

4



　2）．若し裸うk面…警が堆滝し咋・、ないずプ

　　＞kl±　日身寸1ミ　ま寸す　5　反朔寸§こ（Aしbeメ。）　　か玲暫よ

　　りも・1・さく，従。て暫よリt加熱、さ・払易

　　〈消某も1こ毛寄与す3。倒之1ゴノ川口・藤＃

　　（1『ηワ）によ如ガ、村ヒ篠＞1〈原の輌・つ

　　ア1レやドは4ターΩ％，雪原・㍉・ク2～ク8％

　　で青氷の才か川i象よ〃詩戊之倍り日射ε硬奴

　　すハ．

　地形学的孕因：
　i）．　ヌ　ナ　ク　ー　ク　の　存在ガぐ裸クk鳶、の　形爲くヒ総含

　　」考1ミ辱与していう・．

　之）．i手‡旦］啄種P房、・ミ又ナ9一クのジLきアi孝宅

　　ケ勿ヵご゜あ3と3怠レ‘：届とメこ託のし’ξう賓」の発目三

　　の衣グ〉にノ又ナ9一クの周5碧と厚江下’二ぽ

　　雪は堆積（々“⇔

3ノ．ヌナ9一クの熱的影響が承り；肺紐増

　　大させ3。

以」二のごとき4過は互・・1、相互作用芝す3

のτ“ 万互・パ今融するこいさ難い・τ・あろう。

階碑12同り短莫醐やヒ操＞k原1ミ滞在し乙
　　　　　　　　　ノ
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梼地気雇の観測セ4〒。留嵩果〉畑・ヒがカか

った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　1）．Miγんho　C拠Fにみ’ア3弓P原」二のフC気ナ覧！昇

　　ノ後　ヒ　t北、ぺ’て　著　し　く　　そ　の　構造φご違　ラ　。　）ぐ　ま

　　と裸氷原Lの大短瀦煽パ鋤↓わ娠
　　動ぱ構造と芳ん〉ヒ説明がっく。
　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　2），超看ラ皮、厘し速ノ計によ　う4L渚し観ラ則巧」結果，

　　ヌナタークの雇X下イ則でほ≠手にハ数・，；渇がし

　　ばいゴ観刻工れた。

　3ノ．繰＞K原L備地気層zご，昨ガ〈麺が加

　　熱ざ4し乙不宴定の与ズ態になノ乱元し勲、輸｛呈

　　がた乏〈・施タ・4／弓ネ鍍助3・

　4）．雪表面は力孔咳物体と考乙ζれz遍気
　　・ト生があ3がノネ果＞k面は遍気性が・ひい、尭乏

　　面粗亙の値1まこづこしセ明うか’ミ示した。

　】4朱ノ裸シk原Lでの熱収支の餐見測が是非必

尊であ㌧M学k・c⑩Fで煙昆測結果ヒじ暇す
3　こ　ヒ　1ミ　＃　っ　て，こ　り　土tヒ増（の｛惇徴が‘日月5　か’こな

うて’あろう⇔
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3イク4～二山目釆南方ア員ノ三1司く原1こお｜ブる

　　　　　　氷房琉動の特性
　　　　　　　　成瀬　廉二（北犬恒ラ畠、研フ

　や3と山月釆南方のヌブタ、ソクリ・らみずほ高

原の南緯ワ2渡線にラ分、・、全毛2．。矧、わr，る

三角鎖の測凱lr6曾年と階3一ワ4耳に行
．↑二．その糸課，東経36厚力・ら朽彦の内

隆姥域における＞1昧素面のラ荒動速雇（川点）

餌び歪い4。二角形）の介布ヵ渇られr・1）21

　多薮の預石ヵ礎旦抽r・やまヒ山脈近傍の

力也城（預鋪く癖、：3ピ30／Eン緬）の氷房の

誉動ほ他・じび顕畜研目）れ示しr二．これ

ら玉まにまヒめう。様々7」要素は，東経36°

30ノカ・ら37°他恒境に夫きr」変化x示して

いる．素動踊物別く賜ヒ流動のぞれと1穗一

致し，東経37°ク5’ン煉1抽蜘くラ可流鋤・属

すう二とが鴫らヵ’とrわτ二。

　Nα9αtα3）は帽石壕積機構竜，「F勾いPivide

↓しの内P杢地域仁長期1司にわ仁，て落下し仁階
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万バ，氷パ鵠力ととも1・や6と胡承付近．’・収

れんし，ネ果氷‡或におけるIL伺きラ荒動ヒ氷のラ肖

柔毛にいて表面に露出レ仁と説蝸し巨。しか・

しロがら一く斥の琉れが蹟β氷原1・取れんレ

て、パし、・う観測事靴なく，こらに，禰・

輌縮違（乎均5屍殉リヒ内膨也域の積
脅量　（5～lo㍉と嚇・射）　の値にもヒずくヒ，広

犬τよ迦養｝或（例乞1ゴ，2．5刈oSk伽つに情璃
　（1ハ｛蒙戊∈｝）　ガミ1ハ髪｝戊ら）1く原　（～1031〈っ㌘ご） ∫二集リ，　そ

こで辮毛している引情乙窺い。

1）

2）

3）

Naruse．R．（1975）3　』40▽ement　of　the　ice　shee七〇bserved

by　a　trianqulation　chain．　　JARE　Data　Rep．，28．

Naruse，R．（1978）：　Surface　flow　and　strain　of　the　ice

sheet　measured　by　a　triangulation　chain　in　Mizuho

Plateau．　　Mem．　Na七1　工nst．　Polar　Res．，　Spec．　工ssue，7．

Nagata，T．：　Apossible　mechanism　of　concentra七ion

of　meteorites　wi七hin　the　Me七eorite　工ce－Field　in

Antarc七ica．　（to　be　published）．
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表．やヨと山脈付逸の＞1く戻の流動卓1生
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や‡と山豚南方ヌナタソフヵ・らの距爾住
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4シk命危動し；K伍合布

　　一特匹や手とムθK夙凪一

極叱研　　前　晋爾．あ尾　丈彦

　やまとム照61辺、ぐ・埠集qふ丘葭石q集積・エ

ノ氷床の流動Kよ・之行なわれき二とビノ垢

回。シフポジゴムぐ肱〆ぽよ・び月鋤
」、トち。

　氷床川福力σ，氷面4済ピ協1詞）・とPぐ

知㌧、レ2u3。　ξこで本厨究ご協ノ　や謬と↓・

月締1吻ネ果；1破幣パ1〈温余聯時窓レ計烏

・　F員石栢＼搾集乏＋3篠ラk此帯ql記動②特長

幡、氷o重彦兎動成合い克五可るこ△～←あ1

。髭・〈，㈱K童邑流拓歳亦P＼氷駐令不に及

ぼ可まわ」要ピっい～ξ倒べz∂ナ吃。

　丑P＆ひ、広ミぐb・）／膏コ尻のラ｛（板Pてあら〆壬6辰

屋し．厚4q痴しふα）k峰合布・晦何的家ヒ
ロいいとしZ．麩／幻薪詫戎ウ・膓〉卜畠

飾ε言膚ほ．細君苦の／岡咽レ孟・，
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巨。

　図り・㌧明らb・七まうピ．重直工昇允勃本令

ヤ＼蔦在可る町⑳ヨく庭・令布（夜綿）ヒノ重阜下

蔭疏勃ガ令ヵミβ在可～協称（裸らk廻昂以タD

の氷彪合、布ほ牝犀に婁・2いる。　ずるわ～．

・）．稗氷域・’防着面屹度・な面：醜⑦差・・

　　大きく，間・’劇キ下ご訴裸；1・滅川硫拓・・

　　裡弛揚～び流動より入3〈　なふ。

・），氷赫面ひ励獅・ぐ、剤・滅・「才癖

　　F入3〈ノ彪ぱん輌の観髪u・ら6や∂
　　と山腿周足ひ裸＞k咳σ籍異る疋燐く’あ5

　　Q
　やまとムKo弛形調査レ・』ノ　超ゑσ；1く雇防

みみよ乏o》k厚bべ・bわ＼る一　乏αお暑ε用いく

，凪垣ヌ暗飾碕算・ピ・・計阜宥阜
P・㌧．凪玄にあ・恒やまとム依賑ンの｝員石集

稜‥いパ考察・‥～一、報昔｛レい，

11



エ
ビ
○
Φ

▽

（m）

1．500

1．000

500

0

20

♂”

Surfqce　velocRy　　　　U』＝O

Ge。thermql　he。t　Wux　G・（0．5－1．のx1♂cql／c㎡．5e。

Accumulotion　　rote　　　w＝（∨5～5）　cm’y●or

10

～シ

0

嫁ず／　　ク霧・

一
10

一 20

／鉾

一30　（°C）

temperqture

12



5　階石藻猿機祷・：肉する＊河学的∂者問題

束劇獄工）

　やまz山月紘閣已の陽ゐジ｝く4．1二あ・・’z極封z

多敢のP鮎ゼ喬京垣・ヒ・よ、この幽域へ

・り腹る隼績横祷毛彦え多’～疹卑のあること乞示

L乙・，6．ぬ8吻’1まム肱以南り広範囲り永泳

ラ記匂了ぱ山甑に遠ゼられ乏，二・に牧・欽らノ0ケ

卑盛蔑裸ラkの苦㊧ヒポ6詣耗ヵご手茨㌣1δ　，この

修彦の淑の旗酬巣繍磁朗でき6ぽロ。
　二弓ε易り足・量的琢き否ぱご7赤乏，r肩み兆

下｛二〃い2特考〔1η一を彦L后いピするピ
クk珂膓託鮎によ6韓遂・崖纏吃考Wκく乙はな

ちぽい。二の蔭，裏纏城功⑨履の穆見力ご午卑

ゴあ後が，七しこれボ・トざ・・楊合1《4癖レそ3・

やζなく之ぱ斥ろ宿いク南橡＊琢毛多くの洛レ

蜘品・わ御⑥緯の別一川・姥・4シ嫡・
の　タイ　ム　・スケ　ー’レがピラ存づユレ’多かを裂司
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べ多くP躍θ・＾あ多ラク

陶，デ1・如繊貝域ゼ鱈べ迦イユ1ちこ
・の裸・～切サンプ・レ乙膓0〃以ラ零吃含め’・フ

、酩藪豹司倒斡柑毛Z行い、こ司ラ～＜乃け〆

南雛に吉いいかビラカ⑭翠1臨縮〆ラ・
と，土老脊シで‥いであれ1ピ、タ1乙・、セ

1輪在レz、弓饅疏夙輌ジト＝“2採取し、

障石ゲ1罰1鋤・10⇒九zu8畢曙り1・体・概

細繊隻挙1・細べ弓パであヲラ。後劾ぱ鰻ゐ

芽和れ・さそし以後の蹟ヂ氷｛輌相互イ綿

ちキ後えレ，；臨凶燈綴拷乏考え臼1二投立

フ零ビある。

　　　丈蔽

ノ）ア吻磁・βク…泌　　　4

　　〃』」㎏一』…刀』〈石友
　　　　　　）
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6　・ぐまζ噛石η4／9／の彦石・ま暢り・葡亮

　　　　　　　　ラ也偏4雄’拓崎更彦・式頃多へ

　EP「1A．のdeナocu∬ed　beαmを1弔りて，　η4／9／

中のコジドリュール約5「0ケの化蓼分‡斤を行なつ

7乏。　こ敢、5のコンドリュー1レをその5rOユ肪亡％にf疋

っ一て，∠｝つのクラス、，　1（20～30ωt％ノス千）、正（20∨〕0

〈510。〈旬，皿（45〈5iO・〈53）、　W（53以上），↓・分類

Lた．エに属行コけリゴ’レ（ユっのみ）は含属
ノ…鉄中　　kヨ泣面多、〉孟力“み　　う　　れ　る　。　　IL　にノ属　す　　3　コ　　こ！　｝ご・

リ仁’レは例外ぷP酬・・固ex丸r己を詞．皿

嘱川コンドリゴルは，P・・Fhgぬ土・メと・崎示

持の，b餅ed－dM・d・・tu・謎示すもの，及び

Fomxene’ギ1こラメラ嚇ミのオリとジンきもつ16の（

Lαmellαe　ch・・d・・‖e）の3鍾類がみ訓た・弓つの

クラス、（1，正，正及・ぴ・π）とコンドリュー一’しのfeフ（七配r巳

に　よ　っ　て　分ま萸し’た　6　つ　の　ゲ　1し　一　つ゜（M1、　Pl正，P皿ノ

申1・は舷り’1し一プの一般的ηま鋤勿組合也壱示

してあさ。P皿，　B皿原び’口1はその主響化壕組成

．／／

（油伯ンドリゴ1いまF賦・‖－Pゴ。…e＋e・伝・碗祠6の

　1有‘［うであ一）た。

　、

　　　　　　　　　　　15



がほとんど同じであ3ので，湊却速度のよう

方外的物理射拓違いの左めに互…撰・た
士exとureを毛つたと塩足．之炊⊃。

　H1のコンドリ2一ル1さ主に力7サ1　ドであ3
カぐ！少量6）了一ナン～　ト毛ユ｝5れ3。　これ；力×ノ

1⇔乎衡杖従に止いと仮足ず3と，それぞ’扶
のN違より3。。°c伍の膓齪乞示す。

　F正のコこノド》｝エー八！は童↓こオリど傷こノでできて

おリ，イ也に不透明鉱物ヤ輝石もつア・量みζれ3。

コンドリ。一’レの化撫鍼が⑭i渇んε’・局

とそのコンド・）ズ1レ転わビン1環し・課

鞠造（晒鱈→品4）を示し、呼1ば‥コ
ンドリュールズあれば，　そのオリビンは均一（

F。η山0であ3。その守間のコンド胞一1して“あ

れば酬ρ累繊逆（例えばF・8官→F・7のき示3．

　価では，主翻広物1婦“・オリどンであリ、

わばンの2幹継10・・てはパ正乙同様で・

おっ在。

　亀γ1七プ樋じて，鳥卿o｜・嘉むわ
ビ’ンの‘旦或は愛化す3カ∨，景毛下eOに湯むオ
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リビンはほドF・・繊｝喋申撲ぶ
　7419ノ　レ乙　1ま　上．ネZ♪　の　コ　　ン　　ド　リュ　ー　ノレ　）丈タト　レこ，　虜広牛勿

月とコトリ．ラクス、がみζdtさ．鉱含勿乃1ま王圭薗安勾丘

（かビン・輝勾と不危明鉱4勿（カコつづト，了

一 ナィト及びトαうラうト）であ3。ξ圭蕨♪垣は

その4ヒ》漬‘旦成力ぐ：］ンドリュール中の6のとr司じ

なのでコンドリュー1レがる度｝ゑ、された毛のと思わ

れ3。カコウメトの｝ゾi量は力・后リ広〉・範囲を

テF、す。　トロ～ラィトはカ2サイトヤテーナイ

トε2次、的に轟才褒してビきたようて’あ3。マ

トリ。ク入の仏康旦成1意均一で自く，5、0、¢硯

ぱ43η’ξ55まて㍗わた3。他のZ芋組夜壱種

々であり、わずかヒピ泊段びμヵ・高・傾向

幻ぶヒコンドリジ1いW噂組碩⊇仏範囲
と．　国　　しい　て“　あ　　3　。　　　て～　　ト　　リ、ソ　ク　　又　　1ま　コ　　こノ　｝ぐ　　リコ　ー　　／レ　ノ〉、’

互い1乙ノ書皇毛らしててい乏食と思、われ3。
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Table　1、

　　　　Texture　of
　　　　chondrule

sio2　w七　毯

Me七a1－
lic

Porphy－
ritic

Barred－
olivine

Lamellae－
olivine

Radia1－
pyroxene

〈20
　　　　　　　　工

　　M工
6pa＋・pう

3°＜si°2＜45
皿

　　P工［
動1＋（Px＋Oa）

45＜si°2＜53皿
　　P皿
＠1＋P迫

B皿
（01）

　　L皿
01＋Px）

53＜
　　　　　　　π

R］▽

（Px）

Opa　30paque　minerals，
Ol：olivine．

Opx：orthopyroxene，　Px‡pyroxene，

18



7川ピー74ユゾライト乙ヤ8ピ態コ・ドライト

の屍物す的研見
　言オ正旦（榊戸大・理）

　巣内柱三（末を地研）

・
武、萄ヲム（束大・う’翌）

・ 紘本ほ夫（玉崎犬）

　ヤ｝と陥石の予備めカタログ1乍西ぬr・めに

1し㌣め、見石号的令頬を行汀っ丁こ。　丁法は

　　　　　　　　　　　　　ももエレ7トロン・マイクロプローフ　‥」り、　ヤンラ

ン石・裡雇》咋五・㊤《冷事「・　三キ予ξ

　　　、胸ご酬の観新吋ろいてあう，の術亙

怜と一7緒92）1了wルしが・）ヲ剛麻し

弔ミf二い障石であるこピから、椋オ寸氏1＝ナり

！ぐ’レフ／令才斤Pく～了「」われ、　ユレーライトら・しい組

武・滞られト．　さらド翁々か詳しく砺殉す

　　へ的研ヲL五行τ『つ仁移果、以丁ドTす理由ド｝

り、嶋』かル』・ム右L同丸しT㍉

ω輝ふ舗力泌牛一7惨労九，ビユレーライ
　トのfかヒー牧読ろ抄　（力才リビンぬ租西

時（しWしζ〈部・令が乎巧況1成’ノ分兄ゲ％てある。

（3）六リビン》…の却令⑳数一弊ほ）滅奉ゾー

19



ニンブX甦り、蜘品・て十γ㌦栖る・
㈲酬の観療C榊石ヤわビン1・、杵散め
・」τ胃グレ7・Wγ〃口右レししカご見られる・　（幻！ミ

’レ7＄且戎も）藪V｛しを考／量＿すオし1ずユし一ライト《もの

と1『｛ブー孜JS。　　7∫お’ダイヤ王ンドやクラ7ア

／トの方た1丁β窄ち叉して・、与い。

　ダイヤじシド《）ミ弓｝た’吻3　こ　とヵく・ユレーラィ｝今苧景

輪1っであ社く、・》成1司1・ついて1縞圧

（琳戸れ3磁）に目いビBと一船、咋
いれて一ろ・已しX鯖㌔ダイW㌧）
∧弐才・滅和ギ叉ヵミ鯖されて・・る。例Uぎ

ダイヤ⇔ド噛末にα07アM位・c〃4畝を
ヲ記す斗ド」ってダイヤビシドカミ成十すS。　S相酋

長の可能一性1二｛）いてt方1量してみる串がユし一

ラィレ♪成1司乏解き日月力・《1の1二嘆要㌃⑳でげT∂

・、カ、乙1気われ．る。

　一う「、コンドライ｝∧・令類、ごは　新㌔に

プ記兇＿・さ　」へτこ　　　780／03／3　1丁　　ノ→「6　，　　7ク／2272ヱ

　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　’才ム3（？）て友sピ1司尺されT・．

20



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　ヤ　‡　と一　750／7ノ　久ζ’096リ　ク5100　，　〃、i鴇栗

fT・表に守パτ・ヒr）“りで臥巻。　　こ爪デニアーと

翻魂嫌1・丁フ、ク釦7・杜6，ク5・96
1寸〃（6ノ　ク］撒ヱ〈ク0’ず　〃4～仁　 と’司喪一ミ「れτこ。

f）xw㌧角㌦石μ伽亙磁。血κ（〃噺
　μ玩’勉レ掘・∫掘・戸』』っ歩巳」』旦，ノ勿一μ兵

ユ）1天内狂三　鴇ユ回ヤ享ど豫、石㌧ンボブうムへ

　黄看」束7．／－3。

3）乏・8・β＝」ニム・eZ≠（／976ノ』』

　（一cノ乞ノ6〃し　　／4c7㌦ノ　〉　」』⊆’ノ　　／429－　／437．

旬デ’，～ヤギンB・レ鋤乙ノブ≧ドセーエフτ）．B．　サィエン入

　（日干版）　／976与ユ月ラ　ア3ユー40。

㌃）干乞ネ・佳欠　 等2回ヤ‡と薩序「／ン事゜ジラム

　竜看集戸十一6。

　　　　　01ivine　　　　　　　　　　　　　　　　　Pyroxene

　　Fe　mean
Sa∫ηple　atomic　％　　M．D．　％　問．D．　　　　Ca　　　卜均　　　Fe　　　Fe　M．D．　％　M．D．　Type

75017　　24．05　　0・343　　1・43

75096　　17．39　　0．203　　1．17

75100　　　18．32　　　0．399　　　2．18

　1．6　　78．0　20也4　　0◆385　　1．88　　　　L6

1　1．2　 82．915．9　　0．840　　5．30　　　　H6
　1．5　　81．7　16，7　　　1．11　　　　6．65　　　　H4－5

M．D．　：　Mean　deviation．

21



8　 X『まとクすコンドライトア負λラ、の

　　化・多的当石膓的ノ分類’てつい7

　　　　　　　拡本佳夫（長ψ奇矢放養）

　　　　　　　林　正雄（π州穴、生彦］所）

　〕ぐまとク㌢コンドライ｝ア負石の石〒免‡弐料をi遼

択配布†う目的の予備的カタログ作扱のた力

，次砺ラ払でイ弓晩老碑的ケ糞鍵竹なっ
仁．研免用試料⑳本枠的切断配符乞4〒なう前

の試料分劇であるため、試料1‡施め2ヅ量で

あり・膓式料／oヶのうちタケは〃・ρ／～，　ノケの

み〃・〃コである・持、二磯那、緋さ
オ弍τ三ア負石をゴオ良さぬよう’こ、　しカ・老ナL｛S10〃LCγα9τ

カ、らできZヲカ、き“ハ駕修才しZ1｝「1じ彦］う1こ三血こし・2rFノ方、カ、

ら、試当をカ’き車っ仁・‡仁試料セかき巧ヌる

ア菜…、できるかぎりコンタミネーションを起さ
ぬよう考ノ覧した。　しカ・しなが・弓、　漸良片弓欠の膓・P

分鱈く完銭礁唖赤恥Zl‡はα5吻
ぴμ紘　’・差Lい許分の診のτあろカ“、や£乞得

ない．極d・τ皮片の試料をそのままアクリ」レオ礒オ

脂ド埋め込んで示リノツシチド・サンプ1レ利↑
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り、　これをエレクLロン・マイクロプローブ

甲1・1酬し礼

　パうの試料ドつ“z、その構庭爾であ

るカンラン夙斜方輝石、普血輝石の担し
z、sし、　c・、目a、Fε量け・一ブて“ラ曼惟し、

Bε〃tce＆　川』eeラちで4甫正乞4そなっ1三。4デ惰石

’・つい2、ラ則史、ε、1⇔クんヲ・舶・つllzラ則疋し

た。　その経果よりカソラン石の千e権1より、

ρ・PP，　Vλノv　S酬Mリs　απ∂　Wρ〃P　（／タ∠ク）　’てよフ　z、

H　（｛ラ綱輝フ6コンドラィト）、　し、　（しそ〕頃i」：石

コンドライトを・分類した。　さら1こ単糾輝石の

南無とその程度1てよつ2当石学的9イブを分

類した（V刷S酬〃6・山W励，・卿）．

　得られた緒果1‡次のようであるが、研免試

料霊しにけす倫一修考1こなるカのΣ宴月祷す6。

Hぢ，6

Lケ，6

L4
ム4，3

o／スノ　λナタノ　ユ∠タ，　λクク

／／”，298

！〃9，　ρク／

9ク，ノ87
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9ヤまと一ク8、　一ク4エコンドライト9’司㍑望＿

　　と鉱物孝的研免
　　武田弘（東た理）’官本正蓮（神戸大・理）

　　x内社三（極地石サ）・箱本そ垂た（長」奇大・

　1紋湊）　・　M．BD“ke　（〈〆A5／いJ、SC）．

ヤまとr鮎申岬鮫妹エコンドライト
隔尼1‡．こ水までぜ界各陀に峯下・癒見マ水

たエコンドヲィト」てrじし、　二L＝－7～硫毛づク・ぐ

多診、フrく（り。　　ミ・れラうP員石ぽ、：最rj重二王是夕昌さ

れた、ニウ麓預友り母天僧ぶモデル（勾ε籔酵正ヲ3

上τ」興味あ3麓果£才是イ斐しつフある．　　こミ

7“広すτk一訂予備的報叡したヤまと％

頂友とヤまヒ7∫032鮎つ言チ鯨鉱物孝綱
を乙．新］三に同庭．ざ慣巨ヤまヒー75およ0ピ

Aμ飢硯α一7γエコンドライト（3ノ｛．フ・、て報膓す3’

　ヤま　とクタ032は、　や　‡　とr員る　1＝一狗突‘勺な再桔

晶いたダイオジェア什ωと’よ夏臼毛ノ

ミタ伸レ描τあい！ぐ・しク化営組酷ノパ
ダィ　オ　三ジェア　イ　ト　じ　し　7　1ir景¢　ユー　！ク　ラ　イ　ト
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に並・・．　輝石〆《却ケをしあう介、rら

ウ晶嫡・・お・・7」酬才輝石ぴ3的・帆・

Fぽカヲ刷αピジ・ン輝紅ん蝿6・允・∫1・

融ヵ嚇行し辞推定抽碑和賠存鞠・
1倉解）知繊ε肩（の．ダイズみアイ杜
ピジ・ン輝石×あパ、τユークライトへの移

行過・程1二あa毛つとメえられ3・　メ％鋤！磁冶

（7〃／03／0ケ／戊ダイ才ジェナイト序典型的な毛

！ミタト角レ描的グ日ジェァイトτある
パ・そづ叙」やζ允，．7巧？苦～F巴・3．8で：高6允・低・～二迄

τあ3ク〆瞬長だ〆、メ線回祈図形に庫離：唇

し丘（！oりアージャイトは蕨出ざれな・・．

　ヤ’ま　と一7ナ0〃、－7汐ρ／夕いおよ　び一7448〃　rよ、

先1・報告はヤれ74！よ7（幻時員似砿2－

7ライドポフミタF角レヤ嘉7“あ3．　これ
うウ藺石チ’二’よ母天係・・叢層でえン令厨イ乙（存と

丁れ7uう蕗5θ勿〃7z乙1項ゐ’・婦看なイし学的ソ㌧

ニング〆るハ乙い老軍ゐε含む岩形片包肩物〆

あ3’　ぞ～ノワノえヂにあう2軍后1‡ピは・

穆‥碑繊と藺榊擁遺を柔ハり穴
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あ3ρ・ご、そ水ラrう粂条充的妥づ乙、は、　われわれ力

橘劇醜胞蛾毛デ’レωZづまく説明τさ
6。　　7445「0席表層2・急ソトざホ巨二乙を示レ褒

す多1w・磁w襖職ほし、ごくケ量つユー
クライト‘：著通＿乍（001）ラ「一ジャイト・ラノ〈」ラ

ε持フピジヲン埠后〆あち　沙〃／！≠ク4／巧
と1司じ〈、普ユ琵Lユー、クライトの害’1！合ρ〉多く偏

ハ、クす〃ノ丁ゲ声’‡角圧↓容ラメラリノ弓・・毛力〆多

く・最舶多靖む鞭ユー万朴中・肋
油ろ（／ρ・ノ磁ε持フ孕綱ピジ儂ン老存り

、破庁t溌見さ水巨。　　二れら1‡層オだナ巴殻〆

助ぴぱ1・よク穆2りラ蒙さまτ垢ク公き4hマτぎ

ぽ層レコつ《角レ緒と（て説明され3。
｛D万ん〃伝㎡2・（〃7クノ輪・．！己Z2．んで．クん伝沽£，／7〃、

（2）π幽久㎡久ゑα9忽ノ㌦乙』ぷ♂・鰯7胡，ヲす3」r

βノ）ん肱えk．（／タク♪ノ　多ム信

（4／15ん：．2】・（／タ〃ノムロル5〆Z2ζ，…♪｝・

的吻嚇以・（”ククぬ・似細極伝☆甑

ボルノ〆ケ1zw』以ん
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10　　やまヒ6〃4預乏ラゑ物、多的研彪

　　　　　　　　　　　　狸汐1　岡田彪乃

　　　　　　　　　　　　狸町　鈎該

　ヤ3ヒ6タク4南乏1丁！〃7キ茅！ρづく南極観剃稼

1二よフて旅集4」1修タ個η模％ηv『．4喬a

l・欠乏な↓りイ当初り重号・丁ρチ．径、丁ζヲタ

刷f艮拓れイ・・3。巧駆1権亙コ／ド
ヲイトヒ鳥1．うれ檎仮4ゑり百がんハ∠、Z2（｛ヲ

40び。ノ％）．輝石（釣ノo％ノタリ．斜毛名（り／oぱク0

τ・，Z庭司魂りηヒ｛て、τηマイイ｝．了一ナ

イト．　｝12イヲイ｝．ノロム・改Z弦．冶司がご宵在

イ3、コ／ドレー〆1∫がんタん履と瑠膓％仏

）鱗抽イ・・3わガ瞳で．輪〈｛酬
魚て杉、・吻ウ3再45品（ヒ9止んヂコ　／ド’ヲ　イ　｝

1坤綱庭蛾提1τ・・3。蹄マイク・
アナライサ㌧　ヒ♪りすηアイ酸繊吻⑳孝塚

楡●祈恒ア，ち《ξ釆、丁別ゑレ示イよ〉ヒ，亦

ん多ん花、才んP∫，斜オ穿石・才εη担，斜毛名、丁

んノ．りそイヲ組領キ哨1、亦杉タん名．斜う埠
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ズ』ラ《旦酋、1顧ヒ湯み

ヒ〆i喫イ3．

老通〆rプン｝》ライ ト9÷り

X－ray　Microanalysis　of

　　　　　　　Sio2

01ivine

　1　　　39．8

　2　　　39．7

　3　　　39．5

　4　　　39．5

Tio2　A1203

0・02　　　0．01

0●00　　　　0．03

0．00　　　　0．02

0．02　　　　0．08

Silicate　X！inerals　in　Yamato　6904

FeO　MnO　MgO　CaO　N・20

7
■

71

1
■

81

7
台

71

8
●

71

0．39

0．41

0．51

0．48

42．9

42．6

42．3

42．4

0．03

0．01

0．04

0．03

0．02

0．03

0．03

0、03

K20

Orthopyroxene

　1　　　　　57・2　　0．22

　2　　　　　56．4　　0．24

　357．20．12

　456．80．24
　5　　　　　56．8　　0．22

0．45

0．19

0．20

0．18

0．18

11．3

11．0

11．1

11．1

11．3

0．49

0．49

0．49

0ご45

0．45

30．1

30．4

30．7

31．0

30．7

0．90

0．67

0．81

0．57

0．91

0．01

0．05

0．01

0．02

0．03

Plagioclase

1　　　64．8

2　　　64．8

3　　　64．4

0●04　 21．2

0．00　　　21．2

0．00　 20．6

0．32　　0・03

0．31　　0．03

0．27　　0・01

0．03　　2．51　　11．0

0．06　　2．45　　10．7

0．06　　2．38　　11．3

0．96

1．19

1．10
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11　や苦とク4填石中のコンドソユーκの

　　　　　　　　岩石蛍鍋研奥

　　　　　未荊眞，ハ木健三，ズ詔異」融

　　　　　　　　　　　（ユヒ丈’建）

　ヤ巷と74／9！α一3）む主てして拍・・コンド

リューμり形蕨，集績たっいτ横封した．

1．　コンドリューμの形歳

　コンドリコ＿ノ乙づ鉱・物、組艮か5そのイヒ掌誇旦

加細5ポ’！㍗・一〃…－5ノ・・紅79°パ

さホた（后∂・7）・こホ6・5r月か店子うκ組貞が

　　　　　　　　　1舌后“一券曹るた6・渉あ5
　F｝∂・7
　　　　　　　　　む組織’・一建⑳1隻イヒが

　　　　　　　　　旛右肴る＝ピガあメ・う．

　　　　　　　　　　こ十」抱βんmO｛ρrαAρ（！4ム4　eノー

　　　　　　　　　θひw倶d（’969）たよ5“コンド

　　　　　　　　A’2°・りユーμり組織爪隻イヒ息

次志∩過違却友、り差たδゴビ・・ラ談力支善う

54ので・劣5。

　峯6にがラスリ差且蕨セ投i影したてこ5ガラ

ス搭平衡条件下で旨縛5木底・・＜てが→）〆5，
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こ水信液相面り孝申定‘今走責’二～F。ての叶癬

釈さ叡φ．、のよラ店αな㌘球∩岩石字危
庭ソえ査・・汁’申宙杢闇に8・h5遇ぼまP孝庭町

液6・5吟晶出作用で抱可齪で右3う。t左が
クてコンドリエー，し，さ適ジをまP｛醇晶作用ぴ彦物

であ5ピ，4釜飾さ十る。

燈コン門一’乙儲肩曜拳麟晴
・・ 佑セまし，01→み轟出等角虜囲長が敵イし負う

→ 置貢白今に吏。尭くピき雀定さt5。ミ丙コ

ンド’1エー・・和虜囲痴り麦イいな周囲・ガ入

∩孔氷1て対βミ・し1・・さキへて苦え5康さ。

　以上へ鋳論か5コンド1｝ユー・乙り竣まパ陵

ノまみ惹‘1速6・った（接之ざれるが，　こ木な

・1お77k（η6‘川gク城G・朗emhψ’％ρ’うク3）爪唱えたコンド

ソユーノ乙坂周論を支搭寸さ。

2，套綾棲構

　母天修へ動集籏た失土。マ女下∩奉件ぶ男

・吏こて声養定，き＋3（万汐・2）．

　一あリコンド1‥一、しノ8再潅晶して、、も≠

こホ5冷母天δ孝仰でr一様査ぷ吏威在用たよ
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5＋ザ引さ苦え5止子㌦套績粛芦内5高湿類

参（芝沮遍一したζ・ピkよ5ので・あ5ラ9

　匁くリコンドリューノし伯」φ〃－3多μの尺’夙’こ

囲きれ1毛爪組歳庖伽7㎝4cづ（’？臼）の∠コ

ンドライトの5活c吋e寄扮の河り全商☆∠一致

してぺ・きた砺醐∂。比A幽織の糠
か5尺’M吟有着が’再鳶晶ぎ，1な俊で．メ・っ渠

ψ負∩前であゲたこピが》添6。

　ま1こコンドリュ＿杉）ダ
　　　　　　　　　　　　くのドむ　ひむセぼ　む　　わむロ　　し　　

一・たてて老示して
：：欝㎞勺’2

・・さ・（療なG頒ρず・hθ？ク5）　　＼
　　　　　　　　　　　　く　ハムれロ　わり　ロセむべ　　り

夫ガ入榊．τ一た＝て　“｝㎜↓m軸蝉d

芝椎定さtも．　　　　　　P・・en・B・dy
　　　　　　　　　　　　　（Chondr‘te｝
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12C蝿51、α一鍋5；06一αTi4’・06　Zと

　　メ〃ぞρ∂e〃ε海θ碕の白後含肩吻

大詔星助・八ズ建三・秤埠
　　　　　　　　（銘一夫霧タ劇

　τ一脚κeηeり毛デ’レ采εして⑭5i・4一

㎝’・5w一ぱ〃。44ウ／碗！・みヶ3オ態’ヨ

ε吠是レ⇔一，こうゑ柵ノ勧乏〃ん沸わ
巧βeβ硫』わε融ケ解カーあ3ごぽ
粥σ’・ケ・瓦南穆刈この種っ閲物吃
そ搾石’丁・観訓zハケ勒’“疹砂噺贋
石の！批楡と～z霰音しピ切・

　こ時’汀鰯44〃吻4！必τ汐・一幼の
若情・采τ、／23〆C’・メ吏夷カーあソ，ρ鉋ア

3ノ動ガの祉看せ’τ万一〃♪ρオε〃εナα〃〃祢た†

惚1ノ／ノ在咋～抄ρ1・βρ〃レ∫ピ’プけあ3・こり担

冶¢！丁μ〃ε嚇嚇ρ族⇔砺εβ輪ん5吻の嚇

物礼合ぜε一裂戸・τ一汐蹴e〃‥は⇔
　　　　　　　ふてτθ・を砺声修オ，ワ芦9イらφ・ノ〃φモ⇔
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εよ〈一致ア3イ茅／孝ノ・了元εβ．ぷoん〆吻

の砲乙タ超坂！瑳2表’・矛ヲよジ允、こごτい

！聴を～・’・3棄っ晶棚鱒5；、4，αぴ4，

ατ〃・4εμタ・4ん4（㌘sr∫〃ぞ／ノ♂イパ・¢！・ケ鼻

亨3ε伊1デ／グワ％　εケリ，ター本〃4儀〃一砂〃一

／4’し6ろ一5〃Lう！今与ア采（≒し吟5ん％一ら4ム5％－6亀「’ン｝’。4’

！17タノタ／多4　の　　4　／4レ∠4F’＝ノイ2ら　グ　『3　　こ　ヒ　　δ一ノチフ6’　3　0　　　ご　の

紐ぺ’ε榊4麟か当ωウ5」・4－¢〃魂一Gπ幽

袖ノ・鵠戸ε孕”’／剤倒・’虜鯛グ」

》嬢’魂ち「カε勧』〃’才酬・輪つけ

　　　　　　　もク7／r／6w32％芦力協3！弓ヴθ吻サ’4形14
4・4ム8”％，α「”〃。4　’＝フ”2’富！孝εデ’茅し句力Z・歳

カレε枠っと匂元弊・孝あ3茅寅ヶ渠出之碗3．

油胸宕恒・ぢけ5Pノηぞ／・・’錯ソブ∫プcブ

砦吻鋤3・こ9麟’醐プパθ9クリ
フ・嘘足瞬羽ηε／ナ液桔式〉あ度εよく一

ゑア3。以後．の序まアたよ3紺品〆戸／ヲ’才（当5；・4’

ω／」14一丘τ／4ム雇ク搬6／ヨか槌跡グ3
こεθ」τ乏3・叡ノ彦励げ7フ学7ゾ微ε〃e寸o励々た

働・〃〃在咋〃ε／・ρε〃・・ムれケブの匁
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ク・差多弓功

定’近切

♪xムリ

3虜獲主

ρ

亭吏’才

みw，・〃η 巧

μ3〃’c

　　　　乙／久グか

多叡拶鰯！才

ク彦湯ぴ’βク’弓

　　⑱

ノ祐 ノざ，

も乾ヴ

気城か

か4の佑塁炉刃ブあ〃し．

τ” ζメ『フん” ちの｝碓

ぢづ圭羨グ3β

τ、、
、

、

～・芝3，

ピノ上ナ

4珍

戸
条
ワ
克

ワ戸β

弓つ友阜rあ欧．

／躍’∫

履初

ゲ〃ぞ／ナ轟っ

段帷ε耗痴キめヒ推走芝牝3。

第∫表

απSygtem Type　B加c」』日jon

D．，q●T13　　D．⑨C・T2　x　　D．・C口丁“　　D．・C37T‘，　　TS8F3・3C　　　τS23FI・5B　　τS12F3・20　　TS4Fl4C TS4F1・1C　　TS12F3・2】

Sio2

Tio3

A110，

MgO
CaO
FeO

TolaI

Si

AI

Tota1

A】

Ti

Mg
Fe

Ca

TotaI

40．31

758
14．6？

12コ1

24．80

100．07

L46

0．54

2，00

0．11

0．21

0．71

0．98

2．0，

3939
8．71

工4．44

11．44

26．69

100．67

L46

054

2．00

0．09

024
0．63

“
oo1
2

3950

7．48

ハ4ユ4

12．24

25．90

99．36

1．47

053
2．oo

0．09

0．21

0．68

3
1
0
0
1
2

40．24

4．7R

16．21

1034

28．53

100．03

L51

0．49

2．00

0．20

0．13

0．61

Lo8

2．02

4L41

　4．28

18，38

10．35

25．η

　0．13

｝00．27

L51

0，49

2．oo

0．30

0．12

056

0．00

Loo

L98

4L97

　5．01

18．21

10．52

25．93

＜σ03

10L64

151

0．49

2．oo

0．28

0．14

0．56

0．00

Loo
L98

39．60

　6，08

18、16

　9．44

24．94

＜0、03

98．22

1．47

053

2．oo

027

0．17

0．52

0．00

0，99

1．95

3931

7．02

1820

9．90

25．03

0．49

99，95

ハ．44

056
2．00

0．23

0」9

054

0．02

0．99

L97

37．08

　8．07

19．58

　8．62

25．38

＜0．03

98．73

L38

0．62

2．oo

024
0．23

0．48

0．00

LOl

1．96

37」7

　935
19．46

　8．07

24．η

＜0．03

9＆82

L38

0．62

2．oo

0ユ3

0．26

0・45，

0．00

0．99

1．93

DエC●吻Si20‘，　C・（垣AIエSio‘，　TエCaTiA120‘
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茅2，蓑

Chemcal　composition

血 V－ V “

cao
A1303

Tio3

MgO
Sio2

17．69

40．27

2．99

15，37

23．68

18．09

37．30

3．68

14．55

26．36

2L45

32．81

3．73

12．03

30．01

20．75

31．72

4．39

12．59

30．55

Total 100．00 99．98 100．03 100、00

Norm

Di

Tpx

CaTs

Sp

31．0（44．8）

8．8（12．7）

29．4（425）

31．7

3L8（44．8）

10．9（15．3）

28．4（39．9）

27．0

37．7（44．9）

1L2（13．3）

35．1（4L8）

16．2

375（46．0）

13．1（16．0）

31．0（38．0）

16．2

Tota1 100．9 98．1 100．2 97．8

The　f壇凹res　in　parentheses　show　the　pr（りected　composition　in　the　jom　Di＜aT乎Tp

Di＝CaMgSi206，Tp＝CaTiAI206，CaTs＝CaAl2　SiO6，Sp＝MgAl204
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13　やまと～74戸負．石守1の荷電粒3一トラック

　　　　　　　　　　　タ…o欠英雄（理　イ町）

　　　　　　　　　　　ノ＼木健三（ゴC犬理）

　や　ま　と　一ク40／31一ワ～ζ01仏ノーク4ρ80ノーワ40ヲ4ノークチ

36z戸7舛丁ヲの6個の預，石1こつい丁、薄庁τ作

。た際の微衿ネ等t劉用しじノカンラン石ノ

輝乃＋に残±れ・ぽトラゥアの観象窃中び
7イワ》ヨン　ト「〉ウフ「芝P　㌻　》　1ウ　ラ　ン足量乏イ〒。r三。

　や‡　と一ク4013　「負β　（タ「イオiジ三†イト）守・の斜方輝

・石とイ也のタネ皇のi項ノ6（普遍L：1ントーラづト）守のカ

ンランノ6のウラン含ノ有量1‡極め7しイ重包く，ぞり

申のトラゥクぽタ台んτ・全τノび宇宙猶と室粒与によ

3tの』シ椎貞しΣカし3。特に一740∫3P覧ノ6の斜な

輝石守りトラックについτ」艮さ分布，オ向性］i働

良した竹，楴線に特徴的聯繰苫z躰。やま

と一6ヲ。2唄万についτ得5カてい3字宙i陳肥射

年代βイヅv怜と一7仏・∫3？員石に舗τの
3とイヌ足す3と、トラリ7生瞬ρ・詩・卿しτ

筏奄声ケにしE講弓1納1。ぴ“の：か1泊。じ

卓噛i埠毘射Σ受｛τた毛のと渉え5か⑱。や書
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と一7¢o’免～7知80榎ノ6の試料1パ員る元蓼面血邊しの

セ令τ7ラス⇔Y佑己・咋バ実際，カンうン
石『・のトうッ71｝高麿度ピあ，卜。二水5の試’

科∧遮蔽が1⑳以丁τあ・↑三と恢先3》L，

や矛レ74・／仏ブ74・牙゜哩β｜・ついτ緋・・ソ・’努

｝為にクラス・ト♂）イ「「いrも1や手と一7～仏o／争肖…ノ石う

d・属1庁¢ヤのカンラン石に見ち才し〉ヰ宙…線トラ㌧

7吟和観卑しE．ト㍉短クラス噛面
よクo．？“伽以深のカニうン石申陽観鼻工志，

｛・玩ぬ以塚τのト㍉ク麟恥1予“～是τあ、

た。」司時1；行．「三トラ・，ク焼θも実験と司♪bj鼓か

ラ’規在の　クラスト表」面ン∂、；争勺∫？？，？帆内r夢？の　受↓Tr三

恕1書☆oし，1！じ〕程度τあ・1三事ノ》Y予碧重拠

3σ　　コンドライト十の斜方輝ノ6に｛才カニラ

ンノ壱よラ高塞ノ蒙のトう⑲クメ》Y雇見塵才力」る。ウラ

ン「農座1ぎρ’～∫PPθ荏慶検虫さw亘の自発核

▲匁にょ3トラ・ックの場与ノバ予想さ水3ノ℃字6

イ聾向杜時与已慮しエ⇔》ラン石†
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のトヲ，ック癌7隻しグ㌧差1エ言兇日月才’ミない∂　この匙

遇L量芝ユwPwの自発核今匁1＝よ3老のと稼是「ケ

3と，斜方〕障石ノ℃トラ・ソ7條椅芝閑拍しト時点で

のユ“ P“／ユ38丁工しノ｝・r椎地±才し，ひいマ13、亙の跨

如t繊㌧那⇔市⇔・このトラ・。ク侮持開
拍時如、痴斜オ埠石づ衿ξbイ‘ヨ」イではほ“オ8当『『

3毛の・ピ，宴験工行フた㌃っのコンドライト

につ・・z、核令富終3時か3●よそ3Xl。ワ・）

3メ1・曾午τあ3事・ぷ合・か・r三。
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14　やよと蹟友r1今OS7　と

　　　　　　　14136申の4土類元累

田中　岡り

士曽田彰正

（ナ色噴綱査戸『）

（神戸た・理）

　ヤまと噸石牲C37ヒ稗B6ヰの寿土類
ラi二累，／ぐリウ∠・，ルビ’ジ’‘撒4痴よイバズトQン

ヂ＞4±か定飾体斎粂淘・よソ定量した，
　言大料は～）オ‘’7『し毛．エイコンドライ　k（D沁》ドnλでe）

に匡有±十仁モので、・ζ3牙傷どハ蒐朽とし

てイ茨こ血仁。

　笏才斤乏茗果き易も字均的な芹文±重る］…ら才自互

看在度ε示すと／考乙三れ3Le£よeソコンドラ

イト瞳石祈の値で錫楊在し、そ加ぞ∧のパタ

ー ンを償と6902翻のぞ’hととか二劇
園に斥わ吋・・λ毛69・2と爾差｛・、才自抽ク

によソ44存上（Lぴ．Ce．似・痴τ）’二乞しし」ハ゜タ

ー ン玉示す，　こ仇5は平均b7后コン1ごライ1一

陥万ヒ・似E丸エ望6え茉在在度．芭蒋つ；夜（マクマ）
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考・5晶出し仁斜力輝石1・冨尤国才θも菜わす

いヒズLζ・局・η丁・3勺と？引36
は、ほぼ刺請（・ヲーン玉示し、止D麹緑関

仔にあると恩わ木ろ≠、こ爪ξし6902の
囹にはラも案柏豆㊦劣在が’みζ小．5，　しかし、

こ♂闇保憐ゑ多0牧6矯翻・1正い・弍qτあ

5、　また、　η∠fO37とつ午！－36　に’つ〔ユーC）tこ゜

ウム（Eりの4碑｝・挙が丈主、・ことヒ、セ

ソウム（Ce）に正ハ婁洋があるように見え2

3♪が箸徹である．塗ヒこ氷；のア紅、にぼ、

Lか二他の己ぐ。ピWに化ヘゴ！・ソウ白とス

ト［〕ンケ｝ウ4カぐ’移口よ5τあう．

昇♪1晒Mム，Aン〃」拠肌⇒〈～伽d称叫㌧τ伽り3）

　　　　　　　　9・（’A，3η，戸2・？．

者糸第之回オまと饅ゐシン戊・ジウ女で登衷．

　　　　　　　　（印ρい干），

：ロへ㌧ジ’に笏ll田耐あソま寸
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第咽． 庵土類ゐ孝
　有在度∧・ターン
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ω

こ
㌻
ハ
n
喜
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玉
』
弍
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鋳南極産頂るヰの守壱線主成致射能

西線邦彦c立大・理）　，今村峯遮（東大・孝亥膓り

本田i雅鍵（東大・物《陛る晋）

　・やまヒ下員る才～・よが「日米失同採査（｝qηη）で’

塔見さ　JV夜予員るのうち≒計｝可占国につ、、て、→・

性｝う女負キろ℃づ乞により学宙線1主ばち3卜1w（羊菰刻

二3・7メlo6年）（わ；則占し廷4「丁なつたワ緒果乞

丁刷パ…・示す・ユ楓の頂る｜二つ・・て非宮1・

低いぢ3かの三則生．値亙得k．（丘M滅。一ヌ301あ・よτζ

剤伽由U⑪邸）。53臨ば主として程栃（杓

例絢瀦線によ・て主ばするが・その飽和
主ぎ量1ま、主財工までのちくの予員・るて’の測是倒

から（4た逼当な毛デ’ル1・よる計茸値ガうも）

守脇夕陶1・お…　て数＋ン昧内の太マざでは

35・（パ・・4w53臨／κ¶丘乞示Wものが血

簿であ・1と。　二貞しらの惨v・｝亙．ビ璽射等4ぺが矢豆

・・二とによるのか、犬きな頂んの内坪での里

舞r乞示すものなのかロ」ち3トへwの十巴に少くとも膓し
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‘種味工の守偏線主蕨核穆1二閲する嫁久乞桃要

とする。（帽石が南極1二落下して脊見乏ocるa

で・・、v・わゆ引z帆的栢しo叶珀¶題1諏る

湯合に豚＼亘にもう一っのう女射性核穆．に閑可

る似0人㌢必要とする．）。　幸い※遣1可る・・＜

つカ・の了負膓について、島岡、長ノ毫（’9中7，）q7宮

陸シポジウへ）にムる声ガス♪同4獅分祈ガら
　　　　パ　　　　　　　　　 パ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

1号うれkみガ｝すの守宙を泉旦射年うぺが報午され

てあ・り、　Al、zい、甘nl5卜］o、‘8仁つ＼、て博対（又

（羊三献靭＝口・・。咋）のA頑久が脅お1しぶ・

る。（下γd止→ΩY・⑯E》飢9／PY；v、ぴwm咋｝r叶ワ）。　二1し

らのよぱα童補う筈昧で川1回の了員、るのうち

㌣3臨の値の要曽に低・・もの㌢含む4旧につ・・

て、東犬、核ゐ音　杵エ鋭の協カゼ1㌢て　1°庖（手三猷

期∋、もxloも年）o）測是を行な・た。泌スに

5つo）帽ゐ嶺料・についての、a、N¢蟹射与代，

鴇臨，・・』，入・A又の一久をまヒめて示し
た。

　ち3トイ吟⑳う直σ）1いさ、、女予員石1二閑吻5二yしうの

已久○肺力’ユ祐哩射の友・㌣とし
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Table　1．

Meteori七es 工ype（cユass）
dpm53胞／kg　Fe畳

Yamato
7うOユ（」）

7う05（k）

7ラ04（m）

74013

74097

74155

74191

74647

阿t．　Baldr

No．ユ

No．2

Allan　Hills

4
5
只
ノ

H
L
L
A
A
H
L
H

H
H

　101＋6
　　352＋18
　　　　　－

　　412＋21
　　　　　－
　　401＋う7
　　　　　－
　　421＋う8
　　　　　－
249　土20；　260　±21

467　±う4；　43ラ　±ヲ1

326　土23；　333　ま：24

394・土34

355＋26
　　　一

No．1

No．3

No．5

No．6

No．7

No．8

No．9

L
L
A
H
工
H
L

　　443＋33

429　±：う3；　4ヲ4　±40

　　390＋う6
　　　　　－

　　453＋33

　　332＋26

22　ま」4◆5；　22　±4●5

　　477＋33
　　　　　一

Remarks：

A　＝　achondri七e　； Fe祷＝Pe＋】肋＋1／3M

て説明ができず、

、こ　io8斗乞弦可、

の亘身ギ断存在した

景・迩）こおrγる短・・壁男弍♂’前

大ミ、、物λ苓「中δ：呆いろ立匿で

『こと1をテ丁・▽i鏡ずるも∂）て’ある⇔，
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Table　2．
　　　　　　　　　　21Ne　共　d

　me七eori七e　exposure

＿皇9虹）Yama七〇－
　　730：L　（」）　　　13

Yamato－
　　7304　（m）　　18　’

YaJna七〇－

　　74155　　　　－

Yama七〇－
　　74191　　　　　 6．4

　Allan
　　Hills　No．8　　1．4

55
　　　Mnm

ob6．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mechanis皿
sat．　　　obs．　sa七・　obs．　sat．

lO1

412

255

450

　22

ll1

427

644

95

9±1

20＋3

9＋3

9

02

11．2＋◆415
　　　一

2　step　irra8●

normal

shielding

off　eclip七ic
orbit

2　step　irrad・

　祷　　Takaoka　＆　Nagao　（1977，197！3）．

祷養Fruch七er＆Evans（priv．co㎜．，1977）．

現在字で二‖・し年呈9肩確に解㌃搾里タ丁の

が示コれたニヒ涼例がなく、今後の
・る群卑の系ちた的なz箭究がら　・ア員るの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ濁可　rる　」b、　な　り｛亘才妾1均な’｝肴報が了墓《ラ貨～

亥司4’キミ〔　耽る．

　　　へ

やまと頑
　　　ヘ　　　　　　　シ

性㌍に
本二と　も
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16

　　　　　　　　　　汲犬理ふ口鴫冶

　多〃唖〔じの内、θムζ＝ゾ②”
』砧．6）ん一の3嘘按K／フ＼＼て．
薪6㌘娠笈（㌘蒜拠組紅嫁し，
芹彰線旦紅芽式，κ一Arピセxめ丘クぐ・

そη繰搬封多・我〃酬⑪加3ソ
献汐，③が〃万パ村双叫荻ろ¢ので
猷ε蘇㌧して劔疋1（汰し九一・＠須↓足

K弔い次老戚／勿しノ㎞♂ぐら・・でゐゑ

刻嫌磁のタ・叱クター翌ノオン縦キ
径4〃しのλ＼迎超為兵主貿鋤∫瀦芝用いて

行われ次．傷鍋ンかラの袖土斥加幽i勘本炉・ヤ

で〃〃つセ三久よゴ0赤淘．／7〃乞・ス上疏）ξ］イ『

　・教．撹製ゑκ斥加熟舌一丞r炉，メ名・〃三巳プ

珍ノト蛾、W虜び’「几プンラメ／トカぐ・そ4えられて

お戊、鈎去2w欧丸、スαζの・7x通里し1そ賓
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麟鍾繍博脚に享入抽ねわラφノ
翻］叉一の河K一幻多の犬久試糾をしらべ，息

ノ乏ど夜重差司補ん園ラが時旬的1；大さく菱ノヒ

し4いことをノ縁し改。

　絃釆セ亥、1Kネす，　，老3，λ1，、府それぞ戒九，

多砲ん⊥』．唖」当串て碑マ弓α，
泉榊沽桔ん誠蜘納く咋（しておフ．
　翌逐身杵4ぺぼ／～3x／〆年ぐらい∫てノ♂フている。

ば螂灯ふ拭（一舛一43㌦♪ま剤つ

汁

宍六ε、〃ピ　4〃乙1　ぼOr〃脇．乙鰍か輪、

　Zぬノ　距／　久夕／∠／ア7θノ・
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Table　ユ　Co1】cent壬a七ion5　and　isoto1Dic　raセios　of　rare
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
　　　　　　　in　Yac↑atっ　｝：eteorites

gase6

　　　　　　　　　311e

　　　　　　　　　㌔e

　　　　　　　　2Are

　　　　　　　　2㌔
　　　　　　　　　　マ　　　ミ　　　　　　　　　　’1e

　　　　　　　　2㌔．

　　　　　　　　36A蛤

　　　　　　　　38Ar

　　　　　　　　40Ar

　　　　　3H。／㌔e

2（㌔9ソ2㌔e

2㌔6／2弓r。

38A，／3εAr

4°A。／38A壬

　　t3（y）

t21（y）

K－Araεe（y）

　　　　　　　　一ワ
5タ9二うxIO　「

　　　　　　　　－5

1．79xIO
　　　　　　　　＿6

1．タlx10
　　　　　　　　－7

ユ．17ズ10

2．21・。1。’7

　　　　　　　　－8

6．5うxIO
　　　　　　　　o8
う．94　x　lo

L39x10－5
　　　　　　　　●2

3．うOx10

5．77

5．1、1、。10’1

　　　　　　　　・・1

ラ．98x10
　　　　　　　　2

3．61xIO

2．40xIO7

　　　　　　　　7

2．17xIO
2．エな。1。9

2．83x1∩
一
7

3．62　宝　10・・5

　　　　　　　　＿6

3．0ユX10
　　　　　　　　口8

5．50x10
　　　　　　　　・・7

ラ．◎1xIO
　　　　　　　　＿8

693x］．o

●．　●　■　■　一　舗　●　一　一　“　－

6・88x10●5

8・39　コζ　10■3

9．89

　　　　　　　　“ユ

1．91xIO

●　一　一　■　一　⇔　口　●　一　一　否

●　　＝　　一　⇔　　w　－　一　　⇔　　一　一　●

1．44　x　IO7

1．08x10？

　　　　　　　　◎
4．53　x　IO’『

　　　　　　　　　パ
7．～17　xIO“〆

8．16　x　ユO“5

　　　　　　　　＿6

2．94xIO
　　　　　　　　・・7‘

1．う3x10
　　　　　　　　●7

3．75XユO
　　　　　　　　　け
1．14x10－／

　　　　　　　　⇔8

9．47文10

3．？6x1◎”5

　　　　　　　　一3

9．15xIO
7。8う

　　　　　　　　一1

5．55xIO
　　　　　　　　⇔1

8．32xIO

3．98。102

　　　　　　　　7
3．7みxIO

3．10。1。？

4．29　x　109

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コマ　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－8
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ccST壬ゾ9．　Concen七ration　ia　IO
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／7．やまと篠石⑳祐ノ佑キ4㌔

　　　　　　　　　鯛ご㌶

　　　　　　　　　　　　　郁μ久

　慨ビ3拓揚／千，k一舟r干～a却～れ1）・ち梯叶

試叶YKる冶《・ピいも4弐柔為試¶歪」顧7甚

乃一吃ヌfレ乞、♂，仁（♂’1）3，ん《反告で悌nオ拓と

中白雍敦で1エレー］良祐Aクじを苑萩了うこ5レ”

1．訊升＾4式～4～れち・良～齢μ熟：ゑの」師

A畝晒◇・劇フ（き縛1・身ハる．いうr
∫幻ヤみ〉箇所レ」置¶レて，／酬’ノ叶杁形夜’そ

べ｝玄冴憩万瀦互ひ角釆乍乞“∩一Σ7z的硯履白

4K釜稲ノしレ1ら’．

頃・・叫牢〆・ク”魎ωノ、ク9－〃・’〃／αノ，
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タfち肝・テ・酬鎌を・村7Bグη醐
，賀糾／ほ1・酬承下＾剤叫ユ｛罪いジ・lf

叶毘タ碑4γ晴4アレ，伽伊’°助叫
んガμ絃・聯6門・て鰭ば町レ←寸
声。由れイ㌧ア／手，稀／♪佑一∂況佑間垣
ク㍗4イトてろΣイ！fソク1フγ」ごη／ドノ纂！L～」し

るぼ猟！輌綱！1吉視τミるミΣべ／ゾ・

李．イ宙鮎萩’ん・羽撤ん．そ∧己＾才恥’

補正抽レ晴戊旬’榊門1！青噸鯖
喘靭膓悟』僻ぺ砕品．

6・γθK叶斗叶乏純舟嚇ダスマい．
ミ∩梱4網戊1城そや絹訂〉～ガ之
棒る．』岬⑳齢籟曙訂る5助‘て
作千36／’禰川外で，ミ∩酬のル鰍
ノハベトでいの

　ク〆一〃イ／‘，〆・・一ノb°cで／糾・＾ン描ψのK
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喘打6聾和ルベ蹴ス抽，・、3‘土ρ・z

い派レ・・株べれぼじを音」5寸う．祐

イδ1徽ぐひは飾雀／千二7酬ゆ躍・
　先ρフガつ⇔イが砕わロ・て倒和3タ

岬峠岬螂3イァ冷の！鱈心スひ．

らへ｛⇒ま∫そ・上ずイ門』のフた昨拶4

　タ叱一・ノ7－・3〃，κ輔そκ々劫rr蝋下で汐
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18希力・ス同在体分揃ドよる．南極産頂乃の爾晃

　　　　　　　　　　　　舗阪犬翼　 筒）翁逐確

　　　　　　　　　　　　　　　　辰、る故介

　　陥m・†・一ク4。・3，一ク4・9クζ吻〆勾ノ㌔ぬ一㍗’9’（ム・一・

　　c∠σγ1・ρcじとZi」）ノ　　ハ〃〃w〃i”s　ハfθ」4／　Nひ8，　　♪イで・βα’♂ゾ　N｜o・1　（・，スザ

　　れもムμり　の4材・スω・パ×∂1司湿体組硲と

　絶対星の分祈を．質量》祈タゑでイテ刀。舌。

　　Mt．　B戊14／以外ほ｛一ンぬ〃（！蹴ρr伽で揚砕Lま．

　　！・－3・メ。匁の蒙獅いら久／ス・戸吐あ希

　　ガズθ祈に，また、久／⇔ゑ3θを　k猿震剰庭

　　1＝用⑪1乞。　附．βαIJピκ。1．19一択有差（．更

　　’こ1刃辞1ζ南クて．夙絶ドよると思われる唆色が

　　見られた斧め．少璽パ％〃♂）の　無愛色抑●で

　希が《介祈毛の％η。声。

　　　　　　　ハ
　　　〃ε∫エノ・仏ヂしチぬ（丘ぬ6で但～∫♪・ノバ‘・％ワA∬酬と附

　　＆／メ・魏（・一・）・・グタ叫）と誕づ微已の拓合ヒ老

　　えられる。　旋ぼ大郵分ぽ例ρ〆㎎〉で紡る．　祐と

　　獅〆寅分五補正1て得た・｛つwと2’！㌧夕伽ヒ

　　亨宙線照豹1てよる．こトら核鍾の生成季小ら

　暫更的ヒボめた照粛卑代芭、煮に系づ。
　　養・硬組成鮮ん’帆，Mt3・I」‥鳩グルーフ・択綱・袖．暫鵡η道

　　　毛用・唯，
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物W・…3，⑭と輪船’・古翠細烈
応の1噴名ほ短、♪年ψ（tポ1舌．　拷にメ〃酬μ。．8’3

憩／小γ㍗封声帯に短川・　ノ→M輪ψバーざ←

が（3～幻メ7。一ゲC吻ノ｛（W9／，創仇，附θ・〃）で1才

σ∫一玩・・一・吻禍る一％・／称ぬ1・吻声

3夕～∫0ノク4／9！＾／ρoとプミ気（295二よつ’＝比ハごζイ仏、，かご’

ハ’夙附B。’」醐3四一クτ・・であり弓』ヂ蹴三ツ・

時手はきリ・ノ』ピ』㌣昧触重ピK
猿霞トら娠あた　k－A咋衣そゑほづ。2つ

のム〆碗　鴫痴ク・／9！σ34億年・〃’帆刷

陥β・O．4∫絶卑｛・也り百“年κ芭ポす。　k・の

｝司∠立体ま日滅’でほ　《厚！タ／’こ　βプ〔孤，rβ）κrlこよる

と蒐多られる　ル侍，ぬkγφ犬をη4⑭が見払

された。　Xeの同允停組戒1τ．吻蝉が幽
がK気X。に丘・埴であるのピ賓1．枷」．泉

案質傾危メ・の呼均白掴ほ体組成1＜必噛ε示

して口る。　A’｛〃㌧ハ∫01と，縦、β河4rlζ15更．に　乙θψ夙β一

ピとx・択亮玖され輪　ム【乏〆除くア員危で

ほ．　・ノずれεノ如倫㍗仇三御メeの却ω例が存丘し
（　’29Xe／ノ3～）くe：こメ3～2、3）　　書考　に　　　ク4！タ／　でい　」∂　　＿¢4ヒ幽レd！z　4メe
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の絶砲量択犬きり≠め〃順』｛の厨亮
に　も4」用でま　る　と　老　ん　ら　れる。　《1舌．　・，ずれ

め頂別・ら6冒醜渇〆声グ㌦X・の斑⑭は．
兇払±淑7」カ＼って。

　、痴～λtb－74／引ぐL4べ）で・の　カkr，」2kレ，！29メeの犬をり

4伽トら．二の頂かσ、ハ・ゲンの護度択商

・と老えられ．αの判持諭姦によるWε．

魚婚炊恒熟、プ」どの剃史琢舌見公±れろ可能惇

ボある・　鱈2っのム岬ζ輪応陥・3，鞠均
につ、・て1ぷ各弟力’スの絶灼星，1司允体幽

及ぶ’．照、銅年κ，k一ル午〆ぐガぐ　ふプ∂り」丘・，植

芭5ミ「ヲことから、　同一領力φ可侮ホ生もスある。

Exposure age （ X
106
y） K－Ar　age

T
3

T21 T38 （ x108y ）

Yamato－　74013 28 32 39 7．5 diogenite

Yamato　－　74097 29 35 35 8．2 diogenite

Yamato　－　74191 4．3 6．4 5．3 34 L－chondrite

Allan　No．1 23 28 23 44 chondrite

Allan　No．8 0．98 1．3 1．1 45 chondrite

Mt．　Baldr　No．1 3．1 4．6 4．3 chondrite
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19萌1参｛司他伜から叶た鴨石の走乙碑についτ

　　　　　　　筑t霞大学　化ヴゑ　 d、予彦直桝

　ミミ1二，P像！后の霞乙i藏1二肉†5、・τ「かラデ’

イカルな作葦仮説セ提峯しら、・．恒1パ鷺

陽るパ過細う規佐1魂る8て・，悌，㍉揃

オ蝋剰て・鍋』セ恒ることである．r飾

いか太賜るぬτ・刑残ゴ蝋Eものモあ8し，
瞳石全｛年力℃尽P易牽多トで辛ち成’t呼＼Eものもある

のでパ富らも、3う力、●

　最近，Alkn4e飾1鳴蜘る白1、塔のr司匝
イZド笛1茂・が，1反！2i52し・，　月ノt、3い〕）C云P貞、）ら6り1言1｛セ

僻晒・ぽしく睾弓さ☆が発藪小E．し
EがフZノ太賜ゑの中、》ノ睾なδ核合商・の雇

更εも・）才励俺をラ昆入ぞre　3というカ1未李ε想

定しな・†れぱなら●く登つた。（乏m伽昂μ㌦

（’977）に代表ε甑6考乞す1孟，「一っの超多↑4

∧繰麓がア1ミ金ヒ忌つ？，がスとダストか～

臼劇礪紋縮し，剤易条ボ刑φぱ帆E。
れと3，もと礼と梼丘して、・E4内馴う，
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彰〔％φ黒コ％が｛産ハtψ、た」　と・、う叱ので∂1ら。

　ミのような1わ1↑τ・P硯o余気τは，太Pら痴1古

その子庄舌1吟↓し11F“時〕豹〔季゜　であフ玩が，　叉あ

伽司鈷時と1審遮断勘ピ因4鱈”袖
つEと考乏う｛｝～て、、3。　そtて」　色、、τ忽1雀い

で細ちγノ豫危の多稔性信，相妾らずノ厚枕

本賜そ｝宏内勿熟的雇史の多抑・｝生ε反映tて、、

ると債いられτいλ。

　この苫之オ味，犬哀堪辱な＋今であ6カ、・，

簡陥の飽76ε解明有a」戦’鴫と1て、富，uE謄

1↑与1、。同俺砕組1籏・皐傷1び，白い1彪1●と・て・は

唇、・㌧t・しも，い3t、5転r忠尾物停1㌔もみち

0へ各⑩、うτ・・み3。

c』乎掘（’976）1二心癖同｛老伜姉今
割タじにょ小ばハ駕星㈱復1ま，染の3薦鞭ヒ尺

多蚊甑る。（1）噺㍉紀Eコント・うイト，分
｛仁tE『liき石。（之）C2，C3，e（みコ〉ト・・うイトo｛3戊

髄コン⇔什．づ，偏㌍μC』よ
（’977）’＝よる’1、悉生の反称スへ・クトレ捌昆に

よQへ’ボ，，　4い£」をパ叩しト　の内f星？比1宮，　令∫t　しE
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饅石やεコントつイトμWほ咋，〔・ノしト全

f4叩二4つたつ“之，　C？ノC3／C44コント‘・うイトノ＝4人

た天俸力、み丘し，地琉軌遁とそわ白よう急

御・〃・βギ’噛4昧普遠⊃〉ト1づイト｝嚇た

天’牟⑰’2λ▲という。

　払ば、この剛董f4・組内含穎じ友砺スへつト

｝し含脅パ縞唯ピE・れもE・¢恒、。つ3リ

「Eユバうイト吟‘七しEア輪吟じとtと

短易硝頒b・う刑駅れたもめむ・あ1，，cコ

ンドうイトと考違コント・・うイト昧…彗4飽豫

命太P％系外物侭て・あ5」と考芝た、、のτ・あ3。

　このしデ1いτ，極鱗戯哨かもし㊤含い。

団し，Eヒ芝げ・，やれr玩師升究恥場
；金lrニハあ各耗の南后1礼K了易阜1旬の虫4書ε；乙

蕗しτいみぴい口・，別叶肉玩太ア鋒
外φち磐5承鋤τ、、》か毛し中与”，と
考LLおく二と1？，あ宕0▽ち駕駄で厭ぷもま
い。味吻も糞も一繍ヒしτ，†べ・Lのア含ちε

尽彬象内噛44性妹しよろい・う考昂
JFこりも1　まして預11R　zi鰍か3う0、。
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20M・gneti・P・・p・rti・・and　Therma1　Hi・t・ry・f　Y・m・t・－73　M・t・・rites

　　　　　　　By　Takesi　NAGATA

National　Institute　of　Polar　Research

　　　Yamato－（j）（H4），　Yamato－（k）（L5）and　Yamato－（m）（L5）chond－

rites　have　been　reasonably　well　analyzed　chemically　and　petrographically

（Yagi　et　al．，1978）．　The　weight　contents　of　metallic　Feo，　Nio　and

C・°
，F・S　and　F・O　ar・giveni・Tab1・1．

Table　1 ．　Chemical　and　magnetic　characteristics　of　ferromagnetic
　　components・

Y。m。t。．げH4） Yamato－（k）（L5） Yamato－（m）（L5）

一FeO 7．21 7．64 7．50 （wt％）

NiO O．77 0．96 0．83 ll

Coo 0．05 0．06 0．06 1，

FeO 18．92 13．10 13．02 （wt％）

FeS 5．05 7．54 8．44 “

I
S

15．3 14．3 16．6 （emu／gm）

IR 0．14 O，045 O，024 ㈹

Hc 16 8 4 （Oersteds

一θ㌔．r） 570
一

540 ｛°c）

●〆・γ 755 〔

；
書
8 754

11

了一

酪．改 660 （
624
403

644 ’1

ぴMt 577
一 一

ll

A

（普）Yamato－（」）is　highly　weathered　and　oxidized，
　　　NiO＝0．88％，　CoO＝0．05％，　H20（＋）＝1．24％．

　　　　ロ　　　　　　contalmLng

58



　　　A・given　in　th・tabl・，　Fe°c・nt・nt　i・apPr・ximat・ly・am・，　and

c◎nsequently　the　saturation　magnetization（Is）also　is　approximately

the　same　in　the　three　chondrites．　However，　characteristics　and　tex－

tures　of　metallic　phase　in　the　three　chondrites　are　considerably　different

from　one　anotherゴ　suggesting　their　quite　different　thermal　histories．

The　metallic　phase　characteristics　and　corresponding　reasonable　thermal

histories　of　individual　chondrites　are　as　follows：

（a）Yamato－（j）：　　The　initial　heating　ther皿o皿agnetic　curve　indicates

that　the　metallic　phase　comprises　kamacite　of　5．7％Ni　of　I（〆）ニ13．32

emu／gm，　plessite　of　I（1×＋ノし）＝1．58　emu／gm　and　taenite　of　I（プ）＝

O．40emu／gm　in　terms　of　saturation　magnetization　intensity．　The　thermo－

magnetic　curves　after　laboratory　heat－treatments，　however，　show　that

the　plessite　composition　is　transformed　to　taenite　and　a　magnetite　phase

is　newly　produced，　the　final　magnetic　phase　comprisillg　kamacite　of　5．7

％Ni　in　I（（X．）＝13．32　emu／gm，　taenite　of　31％Ni　in　I（れ）＝3．00

emu／gm　and　substituted　magnetite　in　3．69　emu／gm．　　The　substituted

magnetite　of　5．36％　ip　abundance　is　composed　of　2．43％　of　Fe304，

2．77％　of　NiO・Fe203　and　O．16％　of　CoO・Fe203．　　The　production　of

magnetite　and　substituted　magnetites　may　probably　be　caused　by　chemical

reaction　sequences　such　as

FeO＋H20ニFe（OH）2，
state）

NiO＋H20＝Ni（OH）2　etc．，（initia1

2Fe（OH）3今　Fe203＋3H20，

Fe（OH）2　→　FeO＋H20

｝→Fe°’F7㌶：。a，m。。、）

This　chondrite　has　therefore　been　much　weathered，　resulting　in　an　in－

crease　of　FeO　and　NiO　and　a　decrease　of　metallic　iron　in　the　initial

state．

（b）　Yamato－（k）： Stable　and　reproducible　thermomagnetic　curves
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of　this　L－chondrite　indicate　that　the　metallic　phase　comprises　kamacite

of　6．5％Ni　in　I（α）＝4．76　emu／gm　and　次2－phase　of　13〃20％Ni　in

I（ρ（2）＝9．44emu／gm．　The　presence　of　stable　Oぐ2－phase　in　laboratory

time　scale　may　suggest　that　this　chondrite　was　remelted　and　then　rapidly

cooled　in　its　thermal　history・

　　　Amethod　to　analyze　a　thermomagnetic　curve　to　determine　the　distri－

bution　frequency　spectrum　of　Ni　content　in　FeNi　metallic　grains　is

newly　introduced．　In　Yamato－（k），　the　spectrum　consists　of　a　sharp

peak　from　6．O　to　7．0％Ni　and　a　broad　band　from　12　to　25％Ni　having

amaximum　peak　around　14％Ni．

（c）Yamato－（m）：　AthLermomagnetic　analysis　of　this　L－chondrite

indicates　that　the　metallic　phase　comprises　kamacite　of　5．7％Ni　of

I（桜）＝14．36emu／gm　and　taenite　of　around　31％Ni　of　I（τ）＝　2．24

emu／gm．　　Both　metallic　phases　are　stable　in　laboratory　time　scale．

This　result　shOws　that　the　metallic　phase　is　in　equilibrium，　suggesting

that　this　ch・ndrit・wa・c・・1・d　d・w・very・1・wly　at　1・a・t　t・500°C．

Reference

Yagi，　K．，　Lovering，　J．F．，　Shima，　M．． 　and　Okada，　A．（1978）：

　　　Mineralogical　and　petrographical　studies　of　the　Yamato皿eteorites
　　　（」），（k），（1）and（m）from　Antarctica．　Mem．　Nat　f　1．　Inst．　Polar

　　　Res．　Special　Issue　No．
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21 Magnetic　Properties　of　Yamato　LL－　arld　C－chondrites
　　and　Some　West　Antarctic　Stony　Meteorites

　　　　　M．Funaki　and　T．　Nagata

National　Institute　of　Polar　Research

　I　　Yamato　LL－　and　C－chondrites　t　　The　magnetic　properties　of

LL－chondrites　have　been　very　rarely　studied．　Two　LL－chondrites，

（Yamato－74442　and　－74646）　in　the　Yamato　meteorite　collection　have

therefore　been　magnetically　examined　in　detai1．　The　magnetic　parameters

of　these　two　LL－chondrites　at　room　temperature　are　summarized　in　Table

1，　together　with　those　of　a　new　carbonaceous　chondrite（Yamato－74662）．

The　contents　of　metallic　elements　and　FeO　and　FeS（analysist；Hana－

mura）in　these　chondrites　also　are　given　in　the　same　table．　The　observed

Is－values　of　LL－chondrites　are　smaller　than　those　of　H－　and　L－chond－

rit・・，　pr・p・rti・nally　t・th・ir・・ntent・・f（F・・＋Ni°）．

　　　The　thermomagnetic　curve　of　Yamato－

74646is　illustrated　in　Fig．1　for　example．

As　clearly　shown　in　Fig．1，　the　original

metallic　phase　comprises　此一phase（4．6％

Ni），　（〆＋♂）－phase　and　the　ma30r

portion　of　〆phase．　The　comPosition

structUre　is　apProximately　similar　in

Yamato－74442　too．　This　result　is　due　to

ahigh　Ni　content　in　metal　phase　in　LL

－condrites（28．5％Ni　and　34％Ni　in

－74442　and　74646　respectively）．

＝

Ω
↑
§
　
‖

　鵡
7ε図Pε触Yt庵

Fig・　1

　　　The　thermomagnetic　curve　of　carbonaceous　chondrite（Yamato－74662），

indicates　that　the　ferromagnetic　phase　comprises　mostly　magnetite　and　a

very　little　portion　（about　O．05　wt％）　of　kamacite．　This　C－chondrite

has　an　unusually　large　NRM　（In＝O．042　emu／gm，　In／Is＝0．05）．　A
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particular　mechanism　may　have　to　be　considered　for　the　acquisition　of

strong　NRM　of　this　C－chondrites．

Table　1 ．Magnetic　parameters　and　chemical　composition　of　Yamato
LL－　and　C－chondrites．

Yamato
一
74442（LL）

一
74646（LL）　－74662（C）

SatUratiOn　magnetiZatiOn
　　　　　　　（Is）

6二〇5 3：22　　　　　　　　　0：83 （emu／gm）

Saturation　remanence
　　　　　　　（IR） O．22 0，026 O．102（emu／gm）

coercive　force（Hc） 85 20　　　　　　143 （Oe）

　　　　　　　　　　　　　　　　．remanenCe　COerCIVe．force　　（HRc）

550 406　　　　　　800 （Oe）

（chemical　composition）

　　OFe 2．48 1．96　　　　　一 （wt％）

NiO 0．99「 LO1　　　　　　一 u

　　OCo 0，015 0．03　　　　　　　　　0．06 ll

FeS 4．84 4．59　　　　　　　7．83 ‘，

FeO 17．89 19．02　　　　　　　　22・53 ‘，

II Allan－Nunatak－（i （L

　　　　　　　　　　　広

。。dMt．B孟d。（b （H6　： These

two　chondrites　also　have　been　magnetically　examined．

netic　pararheters　are　summarized　in　Table　2．

Their　basic　mag一

Table　2．

Allan－Nunatak（i） Mt．　B6id。（b）

　　　　　　Is

　　　　　　IR

　　　　　　Hc

　　　　　HRc

　　　8．35

　　　0．52

160

2100

27．4

　　0．14

12

240

（emu／gm）

（emu／gm）

（Oe）

（Oe）
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Th・1。一・alues　s・g9・・t　that　Allan－N岨at・k（i）i・・L－ch・nd・it・and　Mt・

B翫d。（b）i。aH．。h。nd。it。　acc。rdi。g　t。　th。　N。g。t。’。m。g。。tic　c1。ss江i．

cation　scheme．　As　illustrated　in　Figures　2　and　3，　moreover，　theiヱ

thermomagnetic　curves　clearly　represent　that　Allan－Nunakat（i）is

ident迂ied　to　L－chondrite　by　its　smaller　portion　of　◎ζ一phase　and　a　largθr

P。rti。。・f（杖ぽ）－phase，　wh・。・a・Mt．　B命d。（b）t。　H－ch・nd・it・by

its　larger　portion　of　O（－phase　and　a　smaller　portion　of　（ぱ＋～㍗）－phase．
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22 Magnetic　Classification　of　Stony　Meteorites，
　　　　　　　　　　from　the　”　Meteorite　Ice　Field，1

particularly　of　those

　　　　　　　　By　Takesi　NAGATA

National　Institute　of　Polar　Research，　Tokyo．

　　　　The　Prior　rule　in　regard　to　a　relation　between（Feo＋Nio）and

Fe°／Ni°and　th・U・・y－Craig－M・…1・w　in　r・gard　t・ar・1・ti・n　b・twee・

Fe　content　in　FeO　and　Fe　content　in　metal　and　FeS　for　chondrites

are　reconfirmed　for　14　newly　analyzed　chondrites．

　　　　It　is　then　experimentally　confirmed　that　the　saturation　magnetization

（1。）・anr・a・・nablyw・11r・pr・・ent　Fe°＋Ni°・r　Fe°i・・t・nym・t・・－

rites　except　in　carbonaceous　chondrites　and　that　the　ratio　of　◎（－phase

magnetization　to　the　total　magnetization（Is（◎ζ）／Is），　the　main　magnetic

・・an・iti・n・・mp・ra・・r・（6めi・・he　c・・1i・g　P・・cess　and・h。　Ni－c。n・。。・

i・m・talli・ph・・e（Ni°／（Fe°＋Ni°））d・ri・ed　fr・m　th・皿・gneti・analy・i・

ar・w・・1・・rr・・…dwi・h　Fe°／Ni°，　wh・r・a・th・ぽ一va・・e　f・r・arb・n－

naceous　chondrites　uniquely　represents　Curie　point　of　magnetite．

　　　As　illustrated　in　Figures　l　and　2，　E－，　H－，　L－，1．L－and　C－chond－

rites　and　achondrites　are　represented　by　mutually　well　separated　groups

・・a・1。v・r・…。（反）／1。　di・gram　and　an　I。　v・r・u・61どdi・g・am．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§

2　　　　　　　　　　　1萎
2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詩
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These　two　diagrams　represent　the　Urey－Craig－Mason　law　on　their　ab－

scissa　and　the　Prior　rule　on　their　ordinates　for　E－，　H－，　L－and　I．L－

chondrites　and　achondrites．　　For　carbonaceous　chondrites，　Is（0（）／Is

・・present・th・ra・i。。f　k。m・。it。　t。　m・g・・ti・・whi・・硬d・e・C・ri・

point　of　magnetite．

　　　On　an　I。　v・r…　Ni°／（Fe°＋Ni°）diagram・h・w・i・Fig．3，　th・fi・・

chondrite　groups　are　well　separated　from　one　another，　but　the　achond－

rite　group　Partially　overlapS　the　C－chondrite　domain．　This　is　a　natural

consequence　of　a　very　small　content　of　metallic　phase　in　both　achondrites

and　carbonaceous　chondrites．
　　　　　　　　　　　！

　　　Using　these　three　diagrams

altogether，　however，　the　six

stony　meteorite　groups　can　be

satisfactorilly　identified　on　the

basis　of　magnetic　data　alone．
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Reference

Nagata，　T．　and　Sugiura，F　N．（1976）‡　Magnetic　characteristics　of

some　Yamato　meteorites－Magnetic　classification　of　stone　meteorites．
　　Mem．　Nat　t　l　Inst．　Polar　Res．，Series　C，10，30－58．

65



23　Natura1　Remanent　Magnetization　of　Antarctic　Yamato　Meteorites

　　　　　　By　Takesi　NAGATA

National　Institute　of　Polar　Research

Characteristics　of　the　natural　remanent　magnetization（NRM）of

meteorites　have　already　been　systematically　examined　in　fair　detail　by

several　workers（e．g．　Gus　l　kova，1972；Larsen　et　a1．，1973；Brecher

and　Ronganayaki，1975；Nagata　and　Sugiura，1976）．　The　interest　in

the　meteorite　NRM　study　is　mainly　concerned　with　the　paleomagnetic

field　of　meteorite　parent　planets．

　　　The　least　contaminated　meteorites　are　highly　necessary　for　this　kind

of　research．　Therfore，　Yamato　meteorites　and　other　Antarctic　meteo－

rites，　which　had　been　maintained　in　and　on　the　Antarctic　ice　sheet　and

have　been　returned　with　the　best　possible　care　by　e．xperie皿ced　scientists，

should　be　ideal　fo士this　purpose．

　　　This　paper　deals　with　the　stability　of　NRM　against　the　AF－demag－

netization　test　for　22　Antarctic　meteorites，　i．e．　1E－chondrite，　3

H－chondrites，　5L－chondrites，　2LL－chondrites，　3　C－chondrites，　4

achondrites，　3irons　and　l　pallasite．

（　1）　Stable　NRM

（1－1）一・－　　　It　has　already　been　pointed　out　that　carbonaceous　chondrites　have　a

much　stabler　NRM　than　the　other　chondrites．3C－chondrites　examined

here（Yamato－（e）－1，　Yamato－（C）－2，　Yamato－74662）also　have　reason－

ably　stable　NRM．　Representing　the　stability　of　NRM　against　the　AF

－demagnetization　for　the　intensity　and　direction　by　ratio　of　residual

magnetization　after　AF－demagnetization　up　to　1000e　peak　to　the　initial
NRM，・。（1・・）／・。（・），。。d・h。　d。v・。ti。鈴・。ec・i。n。f　C（1・・）・。。m

・h。・。f己（・），∠θ1。。，。。。pecti。。1y，1。（1・・）／1。（・）。・．3＿・．8，
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∠7θ100＝5°．＞1go　for　carbonaceous　chondrites．

（1＿2）　Achondrites

　　　All　4　examined　achondrites（Yamato－（b）一，一（1），－74013　and－74159）

・1・・hav・・t・b1・NRM・Th・・t・bility　i・r・p…ent・d　by　I。（100）／1。（0）

－0．4～1．5，∠θ100－4°・・14°f・ra・h・nd・it・・．　Th・・b・erv・d　f・・t

that　achondrites　maintain　the　stable　NRM　should　be　considered　specifically

important，　because　the　NRM　may　represent　the　magnetic　field　of　their

parent　planets．

白一3）Ir・ns．
　　　　　　　　・－
　　　Unexpectedly　3　examined　iron　meteorites　also　have　relatively　stable

NRM，　r・present・d　by　In（100）／1。（0）－0．2～0．8，∠θ100－5°・＞11°．

However，　NRM　of　irons　can　be　attributed　to　TRM　acquired　in　the　geo－

magnetic　field　on　entry　into　the　earth　l　s　atmosphere．

〔2〕U・・t・b1・NRM

　　　　NRM，sof　E－，　H－，　1、－　and　LI」－chondrites　and　pallasites　are

generally　unstable，　as　represented　by　In（100）／In（0）＝0．02～O．39，

2θ一10°～170°　It　m・y　b・・ug9・・t・d　th…f・r・th・t　th・p・1・・i・t…ity

study　should　be　carried　out　only　on　carbonaceous　chondrites　and　achond－

rites，　though　special　qrdinary　chondrites　which　have　particulary　stable

NRM　also　could　be　used　for　the　paleointensity　study．

〔3）Ω虫一
　　　The　high　stability　of　NRM　of　C－chondrites　may　be　partially　attributed

to　their　high　magnetic　coercive　force，　which　ranges　from　150　to　170　0e．

Since　it　is　believed　that　carbonaceous　chondrites　have　never　even　heated

up　to　a　sufficient　high　temperature　to　acquire　TRM　of　magnetite，　the

origin　of　their　NRM　may　probably　be　either　ITRM　or　DRM．

　　　The　high　stability　of　NRM　bf　ach卯drites　may　probably　be　attributed

to　abundant　fine　metallic　grains．　The　origin　of　the江NRM　may　probably

be　TRM　in　the　parent　planet　magnetic　field．
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and

Takesi　Nagata，　National　Institute　of　Polar　Research，

R．M．　Fisher，　U．S．　Steel　Corporation　Research　Laboratory

Minoru　FunakiジNational　Institute　of　Polar　Research．

（1）A11・・Hi11岸2　ir・n　m・t・・rit・i・／＝7・812　i・den・ity，　whi・h　i・

the　typical　one　as　an　iron　meteorite．　The　main　chemical　compositions

obtained　by　electron－microprobe　arlalyses　are　given　in　Table　1．　The

outer　part　close　to　the　fusion　crust　of　this　iron　meteorite　has　been　re－

heated　but　the　interior　is　mainly　7．2％Ni　kamacite，　showing　the　typical

hexahedrite　texture．

　　　Observed　hardness（100g，　Vickers）of　this　sample　is　214　at　the

reheated　rim，　while　it　is　160　at　the　unaltered　interior，　indicating

that　this　iron　meteorite　was　in　an　almost　perfectly　annealed　state　before

it　reached　the　earth’satmosphere（i．e．　Type　III　hardness　distribution

after　Buchwald．

（II）　The　magnetic　parameters　at　room　temperature　such　as　saturation

magnetization（IS），　Saturation　remanent　magnetization（IR），』CoerCi▼e

force（Hc）and　remanence　coercive　force（HRc）also　are　summarized

in　Table　1．　Thermomagnetic　characteristics　of　this　sample　are　well

represented　by　Fig．1，　where　Oζ◆1⑮and　∂～づ0（transitions　of　kamacite

take　place　at　7700C　and　6390C　respectively．　This　thermomagnetic

analysis　indicates　that　the　main　parts　of　kamacite　are　represented　by

6．4％Ni．

Table　1．　Chemical　and　ma　netic　ro　erties　of　Allan　Hi11弄2．

composition（wt％） magnetic　parameters

Ni　　　Co P I
S

IR　　　　　　Hc HRc

7：2　　0．6 0．4 210emu／gm 0．3emu／gm　　600e 1300e＿
一
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The　original　sample　has　a　very　stable

NRM，　the　intensity　of　which　is　O．0185

・m・／gm．　H・w・v・壬，　this　st・b1・NRM

may　be　attributable　to　TRM　acquired　in

entry　into　the　earth’satmosphere．

▲…HILL （b，
H．x．艶00●．

即

6D

AA
●

o
o
留
僧

冥
●

工40
）

ぎ
一S
一←u 639℃　　7航zo
差

τεMPε瓢W

Fig．1

69


